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● 身近な情報をお寄せください………総務課行政係　内線２１３・２１４

Ｅ－ｍａｉｌ　ｇｙｏｕｓｅｉ＠ｔｏｗｎ．ｋａｎｒａ．ｌｇ．ｊｐ 町町ののわだわだいい

　第５３回群馬県中学校総合体育大会などの大会で甘楽中の生徒がそ

れぞれの目標に向かい、熱戦を繰り広げました。８月２日に役場会

議室で行われた報告会では、上位大会へ出場する選手一人ひとりが

茂原町長に意気込みを述べました。上位成績を収め、関東大会や全

国大会へ出場を果たした生徒の活躍と感想を紹介します。

 女子ハンドボール部 

　県中学校総体では春季大会に続いて準優勝を獲

得し、関東大会へ出場しました。

　関東大会（８月８～１０日、東京都大田区）では、

１回戦で塩山中（山梨県）を相手に健闘したもの

の、力強いプレーにリードされ、惜しくも敗退と

なりました。

　倉林樹恵主将（３年）は「塩山中の堅い守備に阻ま

れ、勝つことはできませんでしたが、全員が力の限り

プレーすることができました。今まで応援してくだ

さった皆さんに感謝しています」と話してくれました。

楽の名を関東・全国へ 甘楽中生活躍甘甘

 陸上部 

　第６４回全日本中学校通

信陸上競技群馬県大会、

県中学校総体で堀口花道

くん（３年）と髙橋雛乃さ

ん（２年）が上位に入賞

し、関東大会（８月８・９

日、千葉県千葉市）および

全国大会（８月１８～２１日、

岡山県岡山市）へ出場し

ました。

　堀口花道くん（３年）  　

　通信陸上県大会の共通男子３０００ｍ（８分４７秒３３） で優勝、同１５００ｍ

（４分１１秒６１（予選では４分４秒１６））で準優勝、県中学校総体では

３０００ｍ（８分５８秒２４）・１５００ｍ（４分７秒１１）で準優勝しました。

   髙橋雛乃さん（２年）  

　通信陸上県大会の共通女子１５００ｍ（４分３７秒１１（予選

では４分３４秒３３））で優勝、県中学校総体でも４分４１秒

９０で優勝を果たしました。

　関東大会では４分４８秒７５で１５位、全国大会では４分

４０秒５７で惜しくも決勝進出とはなりませんでしたが、

全国の大舞台で健闘しました。

　髙橋さんは「関東全国ではベストを出せず悔しいで

す。来年は全国で戦えるような走りをしたいです。指導

してくれた先生、応援してくれた方々に感謝の気持ちで

いっぱいです」と話してくれました。

　関東大会では３０００ｍ（９分４秒５１）で準優勝。全国大会では１５００ｍ

（４分７秒９９）で決勝進出はならなかったものの、３０００ｍ（８分３６秒

２９）で自己ベストを更新し、３位入賞という素晴らしい成績を収め、

甘楽中・堀口の名を全国に轟かせました。

　３０００ｍ決勝で驚異的なラストスパートを見せた堀口くんは「関東

大会と全国大会では、自分の力を出し切って入賞することができま

した。これから駅伝などがあるので、次の目標に向かって練習を頑張

ります」と満面の笑顔で話してくれました。

全全
共通男子３０００ｍ・１５００ｍ

共通女子１５００ｍ

国 位 男子３０００ｍ 堀口くん３ ！！！！
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年年ぶぶりり県県新新記記録録 三三浦浦ささんん

イインンタターーハハイイでで 位位
２２６６

　全国高校総体（東海インターハイ）の水泳競技（競泳）が８月１７

～２０日に愛知県名古屋市の日本ガイシアリーナで開かれ、三浦

玲央さん（福島・高崎高校２年）が男子１００杓背泳ぎ（５６秒５０）で

２６年ぶりに県新記録を達成、見事３位に入賞しました。三浦さ

んは前半から勢いよく、最後までスピードを緩めずに全国のライ

バルを振り切り、納得の泳ぎを見せました。また、同２００杓（２分

３秒３８）でも自己ベストを更新し、６位入賞を果たしました。

　三浦さんは「全国のレベルの高いところで競えるようになっ

た。次はさらに上を目指し、目標に向かって頑張ります」と話し

てくれました。ＪＯＣや国体などに向けて、練習を重ねる三浦さ

んのさらなる活躍が期待されます。

　小幡みなみさん（甘楽中１年）は、ハンドボールのナショナルトレーニング

アカデミー（ＮＴＡ）欧州育成合宿の選手として、８月２６日からデンマークで

行われた合宿に参加しました（９月２日まで）。

　ＮＴＡは、オリンピック出場やメダル獲得に向けた中長期的な強化計画で、

ハンドボールの技術・人間力向上を目指した選手育成プログラム活動を行って

います。小幡さんは昨年度からＮＴＡのメンバーに選ばれ、２０１８年度も育成合宿

（年６回予定）に参加し練習に励んでいます。今回の欧州育成合宿には、同メン

バーのうち中学・高校生１６人が派遣され、中学１年生は小幡さん１人です。

　小幡さんは「貴重な経験をさせていただくことに感謝し、チームに貢献できる

ようたくさんのことを吸収し、学んでいきたいと思います」と話してくれました。

日本代表を目指し、多くの経験を積む小幡さんのさらなる飛躍が期待されます。

成成合合宿宿ででデデンンママーーククへへ 小小幡幡ささんん育育

澤澤ささんんのの１１００００歳歳をを慶慶祝祝瀧瀧
瀧
澤
さ
ん（
右
）と
茂
原
町
長

　瀧澤幸太郎さん（大正７年８月２３日生まれ・福島）が１００歳

の誕生日を迎えられ、８月２３日に茂原町長らが入居中のシニ

アライフ七日市を訪問し、慶祝状と祝金を手渡しました。

　瀧澤さんは富岡市黒川のお生まれで、印刷機械の会社に勤

め、建設工事関係などの仕事も経験されました。

　瀧澤さんは７カ月ほど前から同施設に入居し、穏やかな毎

日を過ごされています。この日は、隣接するショート・デイ

サービスセンターこまちのホールでお子さんや施設利用者、職

員などから誕生日を祝福されました。

　毎朝コーヒーを飲むのが好きという瀧澤さんに長寿の 秘訣 
ひけつ

を伺うと、「好き嫌いなく食べることが良かったと思うが、周

りの人にも恵まれました」と話され、集まった皆さんの前で得

意のカラオケを披露してくれました。

！！！！

３
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町町ののわだわだいい

益のために寄付し

紺綬褒章を受章 田村さん
こんじゅほうしょう

公公

　田村  功さん（沖縄県石垣市）は町に多額の寄付をされた

功績により国から紺綬褒章を受章され、８月６日に茂原町

長から褒章と章記が伝達されました。

　田村さんは平成２９年９月、健康増進および福祉の向上の

ために役立ててもらいたいと町に１，０００万円を寄付されま

した。

褒
章
と
章
記
の
伝
達
を
受
け
る
田
村
さ
ん（
右
）

　甘楽町更生保護女性会（中野惠理子会長）の公開

ケース研究会（甘楽町の青少年を守る母の日大会）が

７月２４日、町公民館で開かれました。会員と関係者

約９０人が、明るい社会をめざす地域の見守り活動を

確認しました。

　研究会では、少年院在院中の少年・少女たちが「学

校の先生」をテーマに作成した映像作品を鑑賞し、各

地区の代表者は社会に帰った少年・少女たちが立ち

直るために地域でできることなどを発表しました。

　また、上毛新聞社の子安  悟さんを講師に迎え、

「青少年問題と新聞」の講演が行われました。参加者

は新聞をはじめとするさまざまな情報源から世の中

の変化や流れを把握し、活動することの重要性を認

識しました。中野会長は「大勢の皆さんと研究会が

でき感謝しています。今回の内容をいかして引き続

き活動していきたいです」と話されました。明るい社会の実現に向け、あいさつする中野会長（中央）

少少年年をを守守るる母母のの日日大大会会青青

　宝生流かんら薪能が８月１９日、国指定名勝「楽

山園」の特設舞台で上演されました。２０回記念公演

の今回は、宝生和英さんらの能「羽衣」や辰巳満次

郎さんの舞囃子「高砂」、野村萬斎さんの狂言「雷」

など豪華でめでたい演目となりました。

　５００人の観客は、秋の気配を感じる夜の楽山園

で奥深い趣のある世界を堪能しました。

玄玄なな世世界界 楽楽山山園園でで薪薪能能幽幽

　能「羽衣」

舞
囃
子「
高
砂
」
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幡地区が制す 地区対抗野球大会小小

はようウォークおお
　甘楽町体育協会新屋支部（堀口康

孝支部長）主催の「おはようウォー

ク」が７月２２日、新屋小学校を発着

とし、新屋地区内で開かれました。

　参加した５５人は早朝のすがすがし

い空気を吸って、地域の文化財を巡り

ながら心地よい汗を流しました。

　第３５回甘楽町地区対抗野球大会が８月５日、甘楽

野球場で開かれました。熱戦を制したのは、小幡地

区でした。結果は次のとおりです。（敬称略）

　◆成　績　優　勝　小幡地区（左写真）

　　　　　　準優勝　福島地区

　　　　　　第３位　新屋地区

　☆個人賞　最優秀選手賞　富岡槙也（小幡地区）

　　　　　　殊　勲　賞　　富澤友哉（小幡地区）

　　　　　　優秀選手賞　　加藤慶貴（福島地区）

　　　　　　敢　闘　賞　　浦辺貴文（新屋地区）

ぎやかに

庭谷地区の夏祭り

にに

　 庭生会 （吉田  貢代表）主催の第１１回夏休み子どもフェ
ていしょうかい

スティバルが８月５日、庭谷公会堂で開かれました。

　今回は、地元の子どもたちに加えて、おたっしゃ会「庭

谷サロン」の皆さんも参加し、住民約７０人が七夕飾りや

バーベキューなどで恒例の夏祭りを楽しみました。

報報モモニニタターーをを紹紹介介ししまますす広広
　町と町民を結ぶ役割を担っている広報かんらは、地域

に根付いた紙面づくりを目指しています。より身近で親

しまれ、皆に読まれる紙面作りに協力いただく広報モニ

ターが８月７日、決定しましたので紹介します。

　任期は２年間で広報かんらやおしらせ版に対して、意見

や要望をいただき、取材にもご協力いただきます。写真右

より布施和子さん（小幡）、中野静代さん（秋畑）、松本ちは

るさん（福島）、下山明美さん（新屋）。（　）内は担当地区。

く
じ
引
き
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
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町町ののわだわだいい

　新屋地区生涯学習推進協議会（黒澤  篤会長）と

新屋地区子育連（山本かおり会長）は共催で８月

３日、夏休み・親子ふれあい企画シルシルセミ

ナー「バルーンアート教室」を新屋小体育館で開

きました。

　新屋小児童と保護者約５０人がカラフルな風船

を使ったバルーンアートを体験しました。参加し

た親子は風船が割れないように気をつけながら、

協力して魚のバルーンアートを完成させ、笑顔あ

ふれる時間を過ごしました。

　岸  七聖くん（新屋小３年）は「ねじるところが難

しかったけれど、やさしく教えてもらえて楽しく

できた。またやってみたい」と話してくれました。

顔顔でで触触れれ合合うう ババルルーーンンアアーートト笑笑

　住み慣れた地域で暮らせるまちづくりを目指す

「長寿の里・秋畑協議体」（黛  哲夫代表）では、７月

３１日から毎週火曜日、秋畑地域交流センターで筋力

トレーニング教室を開いています。これは、同協議

体が住民の意見を取り入れ、高齢者も無理なくでき

る運動教室を始めたもので、構成員など地域のボラ

ンティアが世話人となり教室を運営しています。

　初回には２８人が集まり、ストレッチと筋力トレー

ニング体操を６０分間仲間と一緒に行いました。参加

者は「普段使わない筋肉を動かしたので疲れたが、

自宅の近くでできるので通いたいと思う」と話し、

世話人の田村清子さん（秋畑）も「地域の皆さんに協

力してもらいながら、自分のためにも教室を続けた

い」と話しました。

寿寿のの里里・・筋筋トトレレ教教室室開開始始長長

カラフルな魚のバルーンを完成させた新屋小児童の皆さん

　宝積寺（轟・西有孝裕住職）で迎え盆の日の８月

１３日、 万燈会 が開かれました。雨が心配される
まんとうえ

中、ボランティアの皆さんの協力により、 行灯 や
あんどん

ガラス・コップの灯篭など約４０００基に明かりが灯

されました。今年は、同寺のマスコットキャラク

ター「たからくん」が表現され、境内に幻想的な世

界が広がりました。

　本堂では東日本大震災・西日本豪雨災害の犠牲

者の法要や琉球太鼓の奉納が行われました。

　また、被災地の応援として、子どもから大人ま

でが描いた絵画やメッセージ約２００点も行灯・灯

篭に貼られ、展示されました。

ええ盆盆にに灯灯るる 宝宝積積寺寺万万燈燈会会迎迎


